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基本方針 

 

広島市においては、令和元年 8 月に「広島市地域共生社会実現計画」を策定し、全て

の市民が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合い、住民が住み慣れた地域で持続

的に生活できる地域共生社会の実現に向けた具体的な取組を進めようとしています。 

本会においては、令和２年度（２０２０年度）は地域福祉推進第９次計画策定年度で

あり、社協発の民間計画として市の計画とも連動しながら、第８次計画で提示した地域

課題の解決策の具体化を目指して策定を行っていきます。 

広島市地域共生社会実現計画では、地域住民に身近な団体である、地区(学区)社会福

祉協議会の活動拠点を中心に、住民の声を集め、必要に応じ、専門機関につなぐ役割が

期待されております。本会としても、市とも連携しながら、地区社協活動拠点への常駐

スタッフの配置支援を実施するなどにより地区社協事務局強化を図っていきます。 

また、現在直面している社会的課題に対応できるよう、世代を超えて支え、たすけあ

う意識の醸成を図り、担い手づくりも行っていきます。特に企業の社会貢献活動の推進

や支援体制の強化を図っていきます。 

さらに、「くらしサポートセンター」、「かけはし」、「こうけん」、「市民後見人養成」

の各事業を一体的に取り組むことで包括的な相談支援体制を作り、課題解決のための社

会資源の拡充や、困っている人が孤立しない地域づくりに努めていきます。併せて、市

域における権利擁護体制整備について、行政や関係機関と連携して取り組みます。 

以上のような取組を進めていくために、社協の活動基盤の強化のための自主財源の確

保の取組、市・区社協組織体制の見直し等を行い、組織の強化に取り組んでいきます。 
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重点事業 

 

１ 福祉のまちづくりを進める活動を推進します 

 (1) 小地域福祉活動の活性化 

○新① 地域福祉推進第９次計画の策定  

令和２年度（２０２０年度）は地域福祉推進第９次計画策定年度です。第

８次計画で提示した地域課題の解決策の具体化を目指し、継承、発展してい

く形で策定を進めていきます。 

② 新・福祉のまちづくり総合推進事業の拡充 

自分たちの住むまちをよくするために、住民が取り組む福祉のまちづくり 

を、地区社協・区社協とともに進めます。 

他の施策や取組を活用し、福祉のまちづくり活動をさらに推進していきま 

す。 

③ 地区社協活動拠点づくりの推進 

       自分たちの住むまちの住民が集まれる場所であり、まちの情報が集まり、 

それを発信する仕組みのある拠点づくりを推進します。 

○新④ 地区社協活動拠点への常駐スタッフ配置の推進 

      地区社協活動拠点事務局強化支援の取組として、広島市と連携し、常駐ス

タッフの配置を進めます。 

    ⑤ 福祉のまちづくりプラン策定支援事業の推進 

自分たちの住むまちのことを、住民自らが考え行動するきっかけとして、 

福祉のまちづくりプランの策定は有効であり、全地区策定を目標に、区社協 

から地区社協への働きかけを促します。 

⑥ 地域包括ケアシステムへの参画 

生活支援体制整備事業、介護予防・日常生活支援総合事業を活用した地域 

づくりを推進します。   

住み慣れたまちで暮らし続けられるよう、集まる場づくりや支え合い活動 

     を進めます。 

また、協議体の運営を通して地域が主体的に地域課題を把握し、解決を試

みることのできる体制づくりに努めます。 

⑦ 共同募金運動の推進 

新・福祉のまちづくり総合推進事業や地区社協活動、災害時ボランティア 

活動の貴重な財源である共同募金の意義や必要性をこれまで以上に説明し、 

広く募金を呼びかけます。 

  (2) 子どもの育ちの支援 

子どもの育ちの支援に取り組む住民・市民と連帯した福祉のまちづくりを進 

めます。 
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     子どものことについて相談先を知っている人を増やすことや、子育てにやり 

がいと喜びを感じ、地域に愛着を持ち、地域活動の担い手としても活躍できる 

仕組みづくりを進めます。 

(3) 福祉教育の推進 

     住民が主体的に福祉のまちづくりに参画する上で、福祉教育はその基盤づく 

りになることから、福祉教育の推進を強化します。特に、大人や企業対象のも 

の、子育てや認知症、地域組織や地域活動理解を内容としたものなどに取り組 

みます。 

 (4) 社会福祉法人と連帯した地域貢献の推進 

     それぞれの社会福祉法人に配置される地域貢献推進担当者とともに市域・区 

   域のネットワークをつくり、地域のニーズに沿った地域貢献の取組や、制度の 

    狭間の問題等への解決に連帯して取り組みます。 

    

２ 多様な市民活動を応援します 

(1) 多様なつなぎ、プラットフォーム、ネットワークづくりの推進 

     地縁組織と NPO 団体等市民活動団体、市民活動実践者同士、実践団体と活動 

希望者支援ができる人と支援の必要な人をつなぎます。様々なつなぎの方法と 

してプラットフォームづくりを実施します。 

(2) ボランティア活動の推進 

新たな社会的課題に対応できるよう、世代の違いを超えて支え、助け合う意 

識の醸成を図ります。特に若年層、壮年層のボランティア活動参加者が増える 

よう、学習及び活動場面の開拓を行います。 

(3) 災害ボランティア活動への参加意識の醸成と体制整備 

災害時のボランティア活動について啓発を行うほか、災害ボランティアの養 

成や地域におけるボランティア活動マニュアル作成支援等により支援体制の整 

備に取り組みます。また、市災害ボランティア活動連絡調整会議に参画し、災 

害時にボランティア活動を行う団体と日頃から顔がわかり言葉が交わせる関係 

づくりを行います。 

(4) 福祉情報の発信 

広報紙やホームページを活用し、広く福祉情報を発信します。 

(5) シニア層に対する総合支援機能の拡充 

     広島市シニア大学・大学院を、より一層魅力的なものとするよう改善を進め 

ます。また、地域で活躍できるよう、活動の場の開拓を行います。 

広島市シニア応援センターは、相談体制を整備し、広報活動を通して、来訪 

者の拡大を図るとともに、就労やボランティア活動等を通じ、高齢者の総合相 

談機能を強化・推進します。 

 

 

 

 
 

 
 

 

重点事業 

 

１ 福祉のまちづくりを進める活動を推進します 

 (1) 小地域福祉活動の活性化 

○新① 地域福祉推進第９次計画の策定  

令和２年度（２０２０年度）は地域福祉推進第９次計画策定年度です。第

８次計画で提示した地域課題の解決策の具体化を目指し、継承、発展してい

く形で策定を進めていきます。 

② 新・福祉のまちづくり総合推進事業の拡充 

自分たちの住むまちをよくするために、住民が取り組む福祉のまちづくり 

を、地区社協・区社協とともに進めます。 

他の施策や取組を活用し、福祉のまちづくり活動をさらに推進していきま 

す。 

③ 地区社協活動拠点づくりの推進 

       自分たちの住むまちの住民が集まれる場所であり、まちの情報が集まり、 

それを発信する仕組みのある拠点づくりを推進します。 

○新④ 地区社協活動拠点への常駐スタッフ配置の推進 

      地区社協活動拠点事務局強化支援の取組として、広島市と連携し、常駐ス

タッフの配置を進めます。 

    ⑤ 福祉のまちづくりプラン策定支援事業の推進 

自分たちの住むまちのことを、住民自らが考え行動するきっかけとして、 

福祉のまちづくりプランの策定は有効であり、全地区策定を目標に、区社協 

から地区社協への働きかけを促します。 

⑥ 地域包括ケアシステムへの参画 

生活支援体制整備事業、介護予防・日常生活支援総合事業を活用した地域 

づくりを推進します。   

住み慣れたまちで暮らし続けられるよう、集まる場づくりや支え合い活動 

     を進めます。 

また、協議体の運営を通して地域が主体的に地域課題を把握し、解決を試

みることのできる体制づくりに努めます。 

⑦ 共同募金運動の推進 

新・福祉のまちづくり総合推進事業や地区社協活動、災害時ボランティア 

活動の貴重な財源である共同募金の意義や必要性をこれまで以上に説明し、 

広く募金を呼びかけます。 

  (2) 子どもの育ちの支援 

子どもの育ちの支援に取り組む住民・市民と連帯した福祉のまちづくりを進 

めます。 
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(6) 先駆的・開発的取組の把握と活動支援 

地区社協やボランティアグループ、民間団体による先駆的・開発的取組を、 

資金助成や訪問を通じて支援し、団体の立上げ及び活動の継続と波及に努めま 

す。 

(7) 当事者の社会参画の促進 

様々な活動への当事者参加・参画を通じて、居場所や役割のある、当事者自 

身が自己有用感を感じられる地域づくりを目指します。 

(8) 広島市総合福祉センターの利用促進 

市民に利用しやすいセンターとなるよう、引き続き利用の促進に努めます。 

 

３ 一人ひとりの暮らしを受け止め、つなぎ、ささえます 

(1) 身近で包括的な相談支援体制づくり 

「くらしサポートセンター」、「かけはし」、「こうけん」、「市民後見人養成」 

    の各事業に一体的に取り組み、身近で包括的な相談支援体制をつくります。 

   ① 広島市くらしサポートセンターの全区設置 

     広島市くらしサポートセンターを全区に設置し、生活に困窮した住民が相 

談しやすい体制整備を図ります。また、様々な相談機関や事業所、支援団体 

等と連携・協働し、発見と支援のネットワークづくりを区域でも進めます。 

     ② 福祉サービス利用援助事業（かけはし）の推進 

      判断能力が不十分であっても、福祉サービスの利用支援や日常的金銭管理 

のサポートを受けることによって、地域で暮らし続けることができる仕組み 

づくりを行っていくとともに、この事業のよりよい実施体制について検討を

進めます。 

     ③ 成年後見事業（こうけん）の推進 

      法人後見の効果的な運営を目指し、後見支援員の導入等による業務推進体 

制の強化を図ります。 

④ 市民後見人等権利擁護の担い手の養成、活動支援 

           かけはしの生活支援員、こうけんの後見支援員、市民後見人といった地域 

における権利擁護の担い手の養成、活動支援を総合的に推進します。 

      ⑤ 権利擁護支援を必要とする人が成年後見制度を利用できるよう、保健・医 

療・福祉・司法が連携するネットワークの構築やその中核となる機関のより 

よい設置を目指し、関係機関とともに連携した活動を行います。 

  (2) 課題解決のための社会資源の拡充と地域づくり 

     包括的相談体制の充実とともに、課題解決のための社会資源の拡充や、困っ 

ている人が孤立しない地域づくり、困っている人の支援をする人を育てる地域 

づくりに努めます。 
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４ 社協の組織・財政の充実強化を図ります 

  (1) 組織の強化 

    ① 市社協・区社協組織体制等の見直し 
      市・区社協に対しては、地域住民が抱える多様な生活課題を受け止め、地 

域を基盤にして解決につなげる支援や、その仕組みづくりに大きな期待が寄 
せられています。こうした地域住民の期待に応えられるよう、市・区・地区 
社協組織体制の見直し・充実により組織の強化に取り組んでいきます。 

② 社協の裾野の拡大 
シニア大学グループについて区ごとの集いの推進や各種ボランティア講座 

等を通じ、市・区社協の職員だけでなく、地区社協の役員、地域福祉推進員、 
スタッフをはじめ社協に関わり、社協を支え、地域の人のために活躍する人 
を増やし、育てていきます。 

     ③ 組織間の横の連携 
       社協の現在の業務は、大きく分けて地域支援と個別支援の業務に分けるこ 

とができますが、地域において個別支援と地域支援とが一体的・総合的に展 
開することが強く求められている今日においては、相互の連携が不可欠なも 
のとなっています。職員に連携の意識改革を求めるだけでなく、テーマごと 
にプロジェクトチームを編成するなど、市・区社協一体となった組織間の連 
携強化を進めます。 

 (2) 自主財源の確保 

         市社協の活動基盤の整備強化のため、自主財源の確保に取り組むとともに、 
寄附者の意向等に留意しつつ、自主財源の有効活用を行います。 
① 賛助会員加入者・加入企業の拡大に努めます。法人会員に関しては、企業 

や経済団体との連携を深め、社協活動への理解を得ながら会員拡大に努めま 
す。 

② 会費収入や寄附金、繰越金等の自主財源を目的に反しない範囲において各 
種事業に充用を行うなど、有効に活用します。また、基金については、元本 
保証を前提として、安全有利な資金運用を行い、自主財源の確保に努めます。 

    ③  その他、(1)③のプロジェクトチームにおいて、他の社協における成功事例 

等を参考にしつつ新たな財源の確保等について検討を行います。 
  (3) 社会経済情勢の変化に合わせた事業の見直し 

     年々、社協の事業が拡大していく中で、現在実施している事業の中で社会経

済情勢の変化とともに、既にその役割を終えているものはないか、社協におい

て行うことが適当かなどについて事業の見直しを図ります。 

  

 

 
 

 
 

 

(6) 先駆的・開発的取組の把握と活動支援 

地区社協やボランティアグループ、民間団体による先駆的・開発的取組を、 

資金助成や訪問を通じて支援し、団体の立上げ及び活動の継続と波及に努めま 

す。 

(7) 当事者の社会参画の促進 

様々な活動への当事者参加・参画を通じて、居場所や役割のある、当事者自 

身が自己有用感を感じられる地域づくりを目指します。 

(8) 広島市総合福祉センターの利用促進 

市民に利用しやすいセンターとなるよう、引き続き利用の促進に努めます。 

 

３ 一人ひとりの暮らしを受け止め、つなぎ、ささえます 

(1) 身近で包括的な相談支援体制づくり 

「くらしサポートセンター」、「かけはし」、「こうけん」、「市民後見人養成」 

    の各事業に一体的に取り組み、身近で包括的な相談支援体制をつくります。 

   ① 広島市くらしサポートセンターの全区設置 

     広島市くらしサポートセンターを全区に設置し、生活に困窮した住民が相 

談しやすい体制整備を図ります。また、様々な相談機関や事業所、支援団体 

等と連携・協働し、発見と支援のネットワークづくりを区域でも進めます。 

     ② 福祉サービス利用援助事業（かけはし）の推進 

      判断能力が不十分であっても、福祉サービスの利用支援や日常的金銭管理 

のサポートを受けることによって、地域で暮らし続けることができる仕組み 

づくりを行っていくとともに、この事業のよりよい実施体制について検討を

進めます。 

     ③ 成年後見事業（こうけん）の推進 

      法人後見の効果的な運営を目指し、後見支援員の導入等による業務推進体 

制の強化を図ります。 

④ 市民後見人等権利擁護の担い手の養成、活動支援 

           かけはしの生活支援員、こうけんの後見支援員、市民後見人といった地域 

における権利擁護の担い手の養成、活動支援を総合的に推進します。 

      ⑤ 権利擁護支援を必要とする人が成年後見制度を利用できるよう、保健・医 

療・福祉・司法が連携するネットワークの構築やその中核となる機関のより 

よい設置を目指し、関係機関とともに連携した活動を行います。 

  (2) 課題解決のための社会資源の拡充と地域づくり 

     包括的相談体制の充実とともに、課題解決のための社会資源の拡充や、困っ 

ている人が孤立しない地域づくり、困っている人の支援をする人を育てる地域 

づくりに努めます。 
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個別事業 

 

Ⅰ 社会福祉事業 

１ 法人運営事業 

(1) 法人運営会議の開催（総務課） 

     本会の法人運営を適切に行うため理事会、評議員会等を開催します。 

 (2) 役職員研修・会議等への参加（総務課/地域福祉推進課/生活支援課/ボランテ 

ィア情報センター） 

     「職場研修」の実施と「職場外研修」の受講を通して、職員の気力と能力の充 

実を図ります。 

 また、法人の適正な運営を図るため、役員向け研修や関係会議へ積極的に参加 

し、関係情報の交換、社会福祉協議会としての意見を述べ、地域福祉を推進する 

団体としての役割を担います。 

 (3) 部会委員会の開催（地域福祉推進課/総務課） 

     部会又は委員会は、専門的事項について、本会の運営に参画し、又は会長の諮 
問に応え、若しくは意見を具申します。 
① 地域福祉総合企画委員会  年２回 

  地域福祉推進第９次計画策定委員会  年６回 

② 福祉施設部会  年１回 

福祉施設部会 課題別委員会（社会福祉法人が連帯して取り組む地域貢献推進 

委員会）  年２回 

   ○新③ 大都市社会福祉施設協議会（広島市大会）実行委員会  年２回 

④ 基金管理運営委員会  年１回 

⑤ 衛生委員会  年１２回 

  (4) 広島市まごころ銀行の運営（寄附金品の募集、受領、払出し）（総務課） 

 市民等から寄せられた善意の預託（金銭・物品）を寄附者の意向に添って有効 

に活用するとともに、地域福祉活動をはじめとする民間の福祉事業のための財源 

として有効な運用に努めます。 

(5) 広島市社会福祉大会の開催（総務課） 

   社会福祉関係者が一堂に会し、永年にわたり社会福祉の向上に尽力された個人 

や団体に感謝の意を表するとともに、誰もが安心して暮らせる地域社会を築くた 

め、ともに集い共感と連帯の輪を広げるために開催します。 
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(6) 広報事業（ボランティア情報センター/総務課） 

     本会の福祉サービスの質の向上及び事業経営の透明性の確保や地域福祉活動 

への関心と理解を深めるため、社協活動や地域で展開されている福祉活動、福祉 

施策の動向等について広報を行います。 

  また、広島市総合福祉センターの指定管理者として、入居福祉諸団体等と連携 

しながら、広島市総合福祉センターを PR し幅広く市民が福祉活動へ参画できる 

よう努めます。 

    ① 「ひろしま市社協通信」の発行  年４回 

② ホームページの活用 

(7) 会員・会費制度の推進（総務課/地域福祉推進課） 

   誰もが安心して充実した生活が送れるよう、地域に根ざした福祉コミュニティ 
づくりを進めており、そうした活動を実現させるための財源として、広く会員・ 
会費制度を推進します。 

    ① 正会員・会費制度の推進 

    ② 賛助会員の募集                   単位：円 

賛助会員 R2 目標 H31 見込 H30 実績 

法人会員（会費） 1,550,000 1,550,000 1,710,000 

個人会員（会費）   2,860,000 2,853,000 2,841,000 

計 4,410,000 4,403,000 4,551,000 

③ 広島市域の社会福祉法人による生活困窮者生活再建サポート事業 

    広島市域の社会福祉法人が連帯して取り組み地域貢献事業を推進するため、 

賛同法人の募集を行い、事業の拡大に努めます。 

(8) 地域福祉推進支援事業（地域福祉推進課） 

         地区社協で実施する新・福祉のまちづくり総合推進事業や福祉のまちづくりプ 

ラン策定支援、地区社協活動拠点づくりの支援など小地域福祉活動を推進します。 

また、それらを推進するため、担い手を対象とした、研修を企画、実施します。 

    ① 新・福祉のまちづくり総合推進事業の推進 

ア 近隣ミニネットワークづくり推進事業 

イ ふれあい・いきいきサロン設置推進事業 

ウ 地区ボランティアバンク活動推進事業  

 

 

 

 
 

 
 

 

個別事業 

 

Ⅰ 社会福祉事業 

１ 法人運営事業 

(1) 法人運営会議の開催（総務課） 

     本会の法人運営を適切に行うため理事会、評議員会等を開催します。 

 (2) 役職員研修・会議等への参加（総務課/地域福祉推進課/生活支援課/ボランテ 

ィア情報センター） 

     「職場研修」の実施と「職場外研修」の受講を通して、職員の気力と能力の充 

実を図ります。 

 また、法人の適正な運営を図るため、役員向け研修や関係会議へ積極的に参加 

し、関係情報の交換、社会福祉協議会としての意見を述べ、地域福祉を推進する 

団体としての役割を担います。 

 (3) 部会委員会の開催（地域福祉推進課/総務課） 

     部会又は委員会は、専門的事項について、本会の運営に参画し、又は会長の諮 
問に応え、若しくは意見を具申します。 
① 地域福祉総合企画委員会  年２回 

  地域福祉推進第９次計画策定委員会  年６回 

② 福祉施設部会  年１回 

福祉施設部会 課題別委員会（社会福祉法人が連帯して取り組む地域貢献推進 

委員会）  年２回 

   ○新③ 大都市社会福祉施設協議会（広島市大会）実行委員会  年２回 

④ 基金管理運営委員会  年１回 

⑤ 衛生委員会  年１２回 

  (4) 広島市まごころ銀行の運営（寄附金品の募集、受領、払出し）（総務課） 

 市民等から寄せられた善意の預託（金銭・物品）を寄附者の意向に添って有効 

に活用するとともに、地域福祉活動をはじめとする民間の福祉事業のための財源 

として有効な運用に努めます。 

(5) 広島市社会福祉大会の開催（総務課） 

   社会福祉関係者が一堂に会し、永年にわたり社会福祉の向上に尽力された個人 

や団体に感謝の意を表するとともに、誰もが安心して暮らせる地域社会を築くた 

め、ともに集い共感と連帯の輪を広げるために開催します。 
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② 福祉のまちづくりプラン策定支援事業の推進 

項   目 Ｒ2 目標 Ｈ31 見込 Ｈ30 実績 

プラン策定地区 

（1 次プラン） 
１１９地区 １１８地区 １１７地区 

③ 地区社協活動拠点整備事業の推進 

項   目 R2 目標 H31 見込 H30 実績 

拠点整備地区 １１８地区 １１５地区 １１３地区 

○新④ 地区社協活動拠点への常駐スタッフ配置の推進 

      地区社協活動拠点事務局強化支援の取組として、下半期からモデル的に２地

区社協に対し常駐スタッフの配置経費を補助します。具体的要件については、

広島市と協議しながら進めます。 

⑤ 地域福祉推進委員の設置及び複数設置の推進 

⑥ 市域地区社協役員研修の開催 

ア 地区社協会長・地域福祉推進委員合同研修会 

イ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会 

ウ 地区社協役員等実践講座 

○新エ 地区社協活動拠点常駐スタッフ向け研修会 

    ⑦ 地区社協活動拠点づくり応援助成事業の実施 

  (9) 当事者活動の支援（地域福祉推進課/ボランティア情報センター） 

         障害のある人、認知症高齢者、子育て中の親とその子等、孤立しがちな当事者 

に対し、居場所や役割がある地域づくりやそのために必要なつながりづくり、仲 

間づくりを推進します。 

① 社会的孤立にある人の社会参加の促進支援 

     ア 「居場所づくり連絡会」の活動推進 

② 当事者組織・家族等との連携、活動支援 

ア 障害当事者グループ等、ネットワークづくりの支援 

イ 障害者理解、啓発活動の推進 

   (10) 調査・研究活動の推進（地域福祉推進課/生活支援課/ボランティア情報セン 

ター/総務課） 

社会経済情勢に応じた課題への対応を図るため積極的に情報を収集し、これか 

らの社会福祉協議会の具体的な取組について、関係部署や機関等とともに検討し 

ます。 

① 社会的孤立・生活困窮者への支援 
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     ア 「社会的孤立・生活困窮者支援団体連絡会」の開催 

     イ 緊急一時食品提供事業の実施 

     ウ 生活困窮者生活再建サポート事業の実施活用 

エ 各種貸付事業等の調査研究 

② 子どもの育ちの支援 

      子ども食堂等ネットワークづくりの推進や学習支援等こどもの居場所に関 

する情報収集および情報提供 

      ③ 市・区社協の組織体制及び事業の見直し 

  (11) 社会福祉施設等との連携（地域福祉推進課） 

社会福祉法の改正により社会福祉分野を取り巻く環境は大きく変化しており、 

多様化・複雑化する福祉課題に対し連携・連帯した取組を進めます。 

    ① 福祉施設部会の開催（再掲） 

    ② 種別福祉施設連盟（障害、児童）の事務受託 

    ③ 社会福祉法人が連帯して取り組む地域貢献の推進 

     ア 課題別委員会（地域貢献推進委員会）の開催（再掲） 

     イ 地域貢献活動の情報発信 

     ウ 地域貢献推進担当者の配置と市域・区域ネットワークづくり 

     エ 生活困窮者生活再建サポート事業の実施（再掲） 

○新④ 大都市社会福祉施設協議会（広島市大会）実行委員会の開催（再掲） 

    (12) 区社協育成事業（総務課/地域福祉推進課） 

         地区社協支援を実施する区社協に対し、財務会計システムの OA 化や市社協 

と区社協の IT ネットワーク構築により事務の効率化を図ります。 

地区社協役員へ市社協、区社協の事業展開方針を説明し、理解を促すとともに、 

助成金の申請方法など具体的な事務作業について説明するための研修を企画実 

施することに対し、経費を助成します。 

① 区社協運営費補助 

② 地区社協事業費の助成 

③ 地区社協役員研修事業への補助 

④ 区社協との諸会議による連携強化 

 (13) 共同募金配分金事業（地域福祉推進課/総務課） 

社会福祉法に定められている共同募金の理念である地域福祉の推進を図るた 

め、より住民に身近なところで地域福祉の推進を直接担っている地区社協、区社 

 

 
 

 
 

 

② 福祉のまちづくりプラン策定支援事業の推進 

項   目 Ｒ2 目標 Ｈ31 見込 Ｈ30 実績 

プラン策定地区 

（1 次プラン） 
１１９地区 １１８地区 １１７地区 

③ 地区社協活動拠点整備事業の推進 

項   目 R2 目標 H31 見込 H30 実績 

拠点整備地区 １１８地区 １１５地区 １１３地区 

○新④ 地区社協活動拠点への常駐スタッフ配置の推進 

      地区社協活動拠点事務局強化支援の取組として、下半期からモデル的に２地

区社協に対し常駐スタッフの配置経費を補助します。具体的要件については、

広島市と協議しながら進めます。 

⑤ 地域福祉推進委員の設置及び複数設置の推進 

⑥ 市域地区社協役員研修の開催 

ア 地区社協会長・地域福祉推進委員合同研修会 

イ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会 

ウ 地区社協役員等実践講座 

○新エ 地区社協活動拠点常駐スタッフ向け研修会 

    ⑦ 地区社協活動拠点づくり応援助成事業の実施 

  (9) 当事者活動の支援（地域福祉推進課/ボランティア情報センター） 

         障害のある人、認知症高齢者、子育て中の親とその子等、孤立しがちな当事者 

に対し、居場所や役割がある地域づくりやそのために必要なつながりづくり、仲 

間づくりを推進します。 

① 社会的孤立にある人の社会参加の促進支援 

     ア 「居場所づくり連絡会」の活動推進 

② 当事者組織・家族等との連携、活動支援 

ア 障害当事者グループ等、ネットワークづくりの支援 

イ 障害者理解、啓発活動の推進 

   (10) 調査・研究活動の推進（地域福祉推進課/生活支援課/ボランティア情報セン 

ター/総務課） 

社会経済情勢に応じた課題への対応を図るため積極的に情報を収集し、これか 

らの社会福祉協議会の具体的な取組について、関係部署や機関等とともに検討し 

ます。 

① 社会的孤立・生活困窮者への支援 
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協に配分を行います。 

① 新・福祉のまちづくり総合推進事業への助成 

② 地区社協への事業費助成 

③ 区社協への事業費助成 

 (14) 広島市総合福祉センターの指定管理運営（総務課） 

   広島市総合福祉センターが福祉を目的とする市民の交流及び活動のための施 

設であることを十分に認識し、利用調整を行うなど、利用者の要望に応え、利用 

しやすく快適に利用できるよう管理運営に努めます。 

項 目 R2 目標 H31 見込 H30 実績 

利用者数 １４7，０００人 １４7，０００人 １４５，６３２人 

(15) ボランティア活動推進基金事業（ボランティア情報センター/総務課） 

         福祉活動に関わる地域住民・民間団体の自主的で継続的なボランティア活動を 

支援するため、情報発信や助成金の交付を行います。 

○新① 初動期における災害ボランティア養成 

② ボランティア育成に関する調査研究、研修活動の充実 

③ 当事者・自助グループ等の活動及びネットワークづくりの支援 

④ 福祉活動機材の整備 

⑤ 社会福祉情報センター図書・ビデオライブラリーの整備 

⑥ ボランティア情報センター利用者連絡会への活動助成及び活動支援 

⑦ ボランティアグループ初動期活動応援助成 

(16) 地域福祉活動推進基金事業 （地域福祉推進課/総務課） 

         地域の中で社会的援助の必要な人々を温かく包み、支える地域福祉活動を推

進・助成し、地域福祉推進に中核的な役割を持つ社会福祉協議会の機能強化を図

ることを目的に基金を設置し、地域福祉活動の振興・推進のため「学習及び研修

事業」「調査研究事業」「推進体制整備事業」「先駆的開発的事業」などの事業を

行います。 

① 地域福祉推進委員の設置及び複数設置の推進（再掲） 

② 福祉のまちづくりプラン策定支援事業の推進（再掲） 

③ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会の開催（再掲） 

④ 地区社協会長・地域福祉推進委員合同研修会の開催（再掲） 

○新⑤ 地区社協活動拠点常駐スタッフ向け研修会（再掲） 

⑥ 地区社協広報活動の支援 
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⑦ 地区社協活動拠点づくり応援助成事業の実施（再掲） 

⑧ ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業の実施 

⑨ 市民活動応援ネットワークづくり 

 ア 「居場所づくり連絡会」の活動推進（再掲） 

 イ 社会的課題に取り組む地域福祉活動「市民向け実践発表会」の開催（再掲） 

 ウ こども食堂等ネットワークづくりの推進や学習支援等こどもの居場所に関 

する情報収集および情報提供（再掲） 

⑩ 区社協育成事業（地区社協役員研修事業等）への繰出 

⑪ ちびっこ広場整備事業への繰出 

⑫ ちびっこ広場運営委員会への助成 

(17) 広島市シニア応援センターの運営（地域福祉推進課） 

         元気で活動的なシニアを対象に職業紹介やボランティア活動の紹介を行うな 

どこれまで培ってきた知識や経験を活かし、生き生きと活躍できるようにサポー 

トするため運営しています。 

   ① 市内在住６０歳以上のシニアを対象とした無料職業紹介事業の実施 

   ② ボランティア活動の紹介、生涯学習の場の紹介 

 

２ ボランティアセンター事業（活動） 

  (1) 市ボランティア情報センター事業（ボランティア情報センター） 

     市域における、福祉意識の高揚と福祉活動への参加を促すとともに、福祉活動 

の担い手となるボランティアの育成援助を行い、地域社会の福祉の向上を図りま 

す。 

    ① ボランティア情報センターの機能強化 

     ア 運営委員会の開催  年２回 

     イ センター利用団体連絡会登録グループの活動支援 

     ウ 区社協ボランティアセンターとの連携による事業の推進 

     エ 市域のボランティア活動推進支援機関、NPO・団体との連携 

     オ 住民参加型在宅福祉サービス団体による「市民福祉ネットワーク“ひろし 

ま”」との連携 

    ② ボランティア活動の推進 

     ア ボランティア活動に係る需給調整の実施、活動の場の開拓 

     イ ボランティア保険の取扱い（加入促進） 

 

 
 

 
 

 

協に配分を行います。 

① 新・福祉のまちづくり総合推進事業への助成 

② 地区社協への事業費助成 

③ 区社協への事業費助成 

 (14) 広島市総合福祉センターの指定管理運営（総務課） 

   広島市総合福祉センターが福祉を目的とする市民の交流及び活動のための施 

設であることを十分に認識し、利用調整を行うなど、利用者の要望に応え、利用 

しやすく快適に利用できるよう管理運営に努めます。 

項 目 R2 目標 H31 見込 H30 実績 

利用者数 １４7，０００人 １４7，０００人 １４５，６３２人 

(15) ボランティア活動推進基金事業（ボランティア情報センター/総務課） 

         福祉活動に関わる地域住民・民間団体の自主的で継続的なボランティア活動を 

支援するため、情報発信や助成金の交付を行います。 

○新① 初動期における災害ボランティア養成 

② ボランティア育成に関する調査研究、研修活動の充実 

③ 当事者・自助グループ等の活動及びネットワークづくりの支援 

④ 福祉活動機材の整備 

⑤ 社会福祉情報センター図書・ビデオライブラリーの整備 

⑥ ボランティア情報センター利用者連絡会への活動助成及び活動支援 

⑦ ボランティアグループ初動期活動応援助成 

(16) 地域福祉活動推進基金事業 （地域福祉推進課/総務課） 

         地域の中で社会的援助の必要な人々を温かく包み、支える地域福祉活動を推

進・助成し、地域福祉推進に中核的な役割を持つ社会福祉協議会の機能強化を図

ることを目的に基金を設置し、地域福祉活動の振興・推進のため「学習及び研修

事業」「調査研究事業」「推進体制整備事業」「先駆的開発的事業」などの事業を

行います。 

① 地域福祉推進委員の設置及び複数設置の推進（再掲） 

② 福祉のまちづくりプラン策定支援事業の推進（再掲） 

③ 新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会の開催（再掲） 

④ 地区社協会長・地域福祉推進委員合同研修会の開催（再掲） 

○新⑤ 地区社協活動拠点常駐スタッフ向け研修会（再掲） 

⑥ 地区社協広報活動の支援 
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ウ ボランティアコーディネーター育成事業 

エ 被爆者サポートボランティア育成事業 

     オ ボランティアネットワーク推進事業 

     カ シニアボランティアの育成 

     キ 障害児者の地域参加と障害児者理解を進めるボランティアの育成 

     ク ボランティアグループ初動期活動応援助成（再掲） 

    ③ 企業の社会貢献活動の推進 

○新ア 企業の社会貢献活動推進ネットワーク会議（仮称）の開催 

イ 企業の社会貢献活動の推進及び支援体制の強化 

    ④ 地域福祉活動や福祉情報の発信 

ア 広報活動の推進 

      ・「ひろしま市社協通信」の発行（再掲） 

      ・ボランティア情報紙「ボランティア情報あれこれ」の発行 

     イ ホームページによる情報発信 

    ⑤ 社会福祉情報センターの機能充実 

     ア 社会福祉情報センターの活用促進 

      ・福祉関係図書、資料、ＤＶＤ等の整備及び活用の促進 

     イ 社会福祉情報センター機能の周知と効果的な活用促進 

    ⑥ 地域での福祉教育の推進 

     ア 地域で進める子どもから大人までの学び 

     ・体験！発見!!ほっとけん!!! やさしさ発見プログラム事業の推進 

項   目 R2 目標 H31 見込 H30 実績 

やさしさ発見プログラム実

施数（小・中・高・大専門学

校・企業ほか） 

１８０地区 １６９地区 １６９地区 

・福祉教育推進のためのガイドブック等の普及 

      ・ヤングボランティア育成事業 

      ○新＊学生ボランティア活動支援 

       ＊年間を通じたヤングボランティアの育成 

    ⑦ 福祉教育推進のための環境整備 

     ア 福祉教育推進事業紹介パンフレットの作成 

イ 地域での福祉教育推進のための研修会の開催 

ウ 福祉体験学習サポーター（講師・学習協力者）の養成 
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エ 学習プログラムの開発 
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１８０地区 １６９地区 １６９地区 
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④  広域激甚災害時における職員の派遣及びボランティア支援の連絡調整並び 
     に義捐金・物資等の募集と提供 

 
 ３ 権利擁護（相談援助事業） 

  (1) 福祉サービス利用援助事業「かけはし」（生活支援課） 

（国庫補助事業名称：日常生活自立支援事業） 

認知症や知的ハンディ・精神疾患等により判断能力が不十分な方の日常生活を 

    支えるために、福祉サービス利用の援助や日常的金銭管理の支援を本人との契約 

の上、行います。 

 また、昨年度導入したサブセンター方式（区社協事務所内に専門員を配置）を

一部継続しつつ、今後は各区社協での事業実施も検討し、効率的な事業運営及び

本事業と地域との連携強化を目指します。 

    ① 福祉サービス利用援助センター業務の実施 

     ア 契約締結審査会の開催  年６回 

     イ 関係機関運営連絡会議の開催 

     ウ 生活支援員研修会の開催 

      （現生活支援員、新任生活支援員） 

エ 生活支援員区連絡会の開催  各区で１～２回 

オ 利用調整会議（処遇検討会議）の開催  随時 

カ 自立支援総合相談援助事業の実施 

キ 総合相談員研修会・連絡会の開催 

ク 日常生活自立支援事業中国ブロック専門員研修会・担当者会議の県社協 

 との共催 

     ケ 広報・啓発活動 

      ・ホームページの活用及び広報紙並びに福祉サービス利用援助事業「かけは

し」及び成年後見制度紹介パンフレット等の活用 

     コ マニュアル作成、改訂 

     サ 規程類の見直し、改訂 

 ② 区社協在宅訪問相談援助事業実施への支援、総合調整 

(2) 成年後見事業「こうけん」（法人後見）（生活支援課） 

     「かけはし」利用者の成年後見制度利用の受け皿として、判断能力が不十分な 

人たちが安心して地域で生活し続けるようにするため、「かけはし」事業と成年 
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後見事業とが、途切れることなくつながり、柔軟に支援していけるように、法人 

として成年後見を受任・実施します。 

① 運営審査委員会の開催  年６回 

② 後見支援員の活動調整 

③ 成年後見制度の普及・啓発 

④ 成年後見制度に関する相談 

⑤ 成年後見制度推進団体連絡会議への参画 

⑥ 広島県成年後見制度利用促進協議会への参画 

⑦ 中核機関や地域連携ネットワークの設置に向けた関係機関との連携 

⑧ 市民後見人活動との連携支援 

(3)  市民後見人養成事業（生活支援課） 

地域の中で権利擁護活動ができる人材を養成するため、市民後見人バンク既登

録者に対して引き続きフォローアップ活動を行い、受任を目指した調整、支援等

を進めていきます。 

① 成年後見制度に関する普及・啓発 

  ・成年後見制度普及講演会 

② 市民後見人養成研修 

 ・市民後見人養成研修（フォローアップ研修） 

③ 市民後見人バンクの運営 

ア 受任待機期間中の支援  

・「かけはし」生活支援員及び「こうけん」後見支援員活動等への調整 

・制度普及啓発活動への参加支援 

イ 受任以降の活動支援 

・市民後見人活動の支援、監督 

・専門家相談への調整           

④ 広島市市民後見人の養成等に関する検討委員会 

⑤ 受任及び活動支援のための関係機関との連携 

  (4) 相談援助事業（地域福祉推進課/生活支援課） 

         日常生活上の悩みごとや心配ごとについて相談に応じるため、区社協や他の相 

談関係機関・団体と連携し、相談対応の充実強化に努めます。 

① 区社協心配ごと相談事業推進への支援、総合調整 

② 弁護士無料法律相談の実施調整 
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     に義捐金・物資等の募集と提供 

 
 ３ 権利擁護（相談援助事業） 

  (1) 福祉サービス利用援助事業「かけはし」（生活支援課） 
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一部継続しつつ、今後は各区社協での事業実施も検討し、効率的な事業運営及び
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     ア 契約締結審査会の開催  年６回 

     イ 関係機関運営連絡会議の開催 
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ク 日常生活自立支援事業中国ブロック専門員研修会・担当者会議の県社協 
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      ・ホームページの活用及び広報紙並びに福祉サービス利用援助事業「かけは

し」及び成年後見制度紹介パンフレット等の活用 

     コ マニュアル作成、改訂 

     サ 規程類の見直し、改訂 

 ② 区社協在宅訪問相談援助事業実施への支援、総合調整 

(2) 成年後見事業「こうけん」（法人後見）（生活支援課） 

     「かけはし」利用者の成年後見制度利用の受け皿として、判断能力が不十分な 

人たちが安心して地域で生活し続けるようにするため、「かけはし」事業と成年 
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③ 他の相談機関・団体との連携、ネットワークづくり 

 
 4 受託事業 

  (1) 広島市生活困窮者自立相談支援事業及び家計改善支援事業「広島市くらし

サポートセンター」（生活支援課） 

         生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援機関として、様々な理由により経 
済的な面で生活に困っている方の相談を受け、生活再建の支援を行います。 
 具体的には、住居確保給付金の申請手続支援、家計改善支援事業、一時生活支 
援事業、就労支援に関する事業（生活保護受給者等就労自立促進事業、就労サポ 
ート事業、就労訓練事業、就労準備支援事業）、子どもの学習支援などの実施や、 
他の実施機関へのつなぎを行います。 

  (2) 広島市障害者（児）社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業の実施（地域福祉推 

進課） 

         単独で外出等社会参加活動をすることが困難な視覚障害者（児）、肢体不自由 

    者（児）、知的障害者（児）及び精神障害者（児）が、外出等社会参加活動をす 

る場合の社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業を、広島市から受託し、区社協と 

協働して実施します。 

 (3) 福祉施設職員等研修の開催（地域福祉推進課） 

         社会福祉施設従事者として、職務遂行に必要な基礎知識を身につけるとともに、 

社会福祉施設経営者・施設長等が適切な施設運営・事業推進のために必要な知 

識・認識を深めることを目的に研修会を開催します。 

 (4) 地域協議会の開催運営業務（地域福祉推進課） 

         社会福祉法の規定により、社会福祉充実計画の策定が必要となる社会福祉法人 

のうち、その計画において地域公益事業を行う場合、同法第５５条の２第６項の

規定に基づき、地域協議会を開催します。 

 (5) 広島市生活支援体制整備事業及び介護予防・日常生活支援総合事業（地域福祉 

推進課） 

         住民の立場から地域の高齢者の介護予防や生活支援の取組を進めていくこと 

が期待されています。また、地区社協支援をはじめとし、子育てや障害者福祉の

分野でも地域づくりを行うため、生活支援コーディネーター等が支援を行います。 

  (6) 市民後見人養成事業（再掲）（生活支援課） 
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 ５ 貸付(事務)事業（地域福祉推進課） 

  (1) 生活一時資金及びひとり親家庭等緊急援護資金貸付事業 

         一時的に生活が困窮している世帯に対して必要な資金を貸し付け、生活の立て 

    直しの援助を行うとともに、緊急に資金が必要なひとり親家庭等の世帯に対して 

資金を貸し付け、生活の安定を図ります。 

  (2) 小口生活資金貸付事業 

         低所得者に対してつなぎ資金として必要最小限度の資金を貸し付けます。 

  (3) 民間社会福祉施設整備資金貸付事業 

         民間における社会福祉事業の振興を図るため、社会福祉施設を設置経営するも 

のに対し、社会福祉施設整備に必要な資金を貸し付けます。 

  (4) 生活福祉資金及び臨時特例つなぎ資金（県社協受託事業）貸付事業 

         低所得・高齢者・障害者世帯等の要援護世帯の自立更生を援助するため、県社 

協から事業を受託し、必要な資金の貸付を行うとともに、民生委員の協力を得、 

その生活の指導に努めます。 

 

Ⅱ 公益事業 

 １ 施設管理事業（総務課） 

   広島市社会福祉センター中広会館の管理運営 

広島市から無償貸与を受けて管理を行い、市内西部地区を中心として、住民福祉 

を推進する場の提供に努めるとともに、福祉団体等の連絡協調の施設としています。 

また、勤労青少年の仲間づくりやレクリエーション等のサークル活動の場の提供 

も行います。 

 

２ その他の公益事業（地域福祉推進課） 

(1)  ちびっこ広場整備事業（遊具の貸与・安全点検・維持管理） 

幼児及び児童の健康増進と心身の健全な発達を図ることを目的に、民間の遊 

休空閑地に整備された遊び場（ちびっこ広場）に設置・貸与している遊具等の 

維持管理等の整備に努めます。 

(2)  広島市シニア大学・大学院の運営 

高齢者の学習の場として、各分野から専門の講師を招聘し、教養講座（大学 

１９回開催）、実践研究講座（大学院１９回開催）を行うなど、高齢者の仲間づ 

くり及びシニアボランティアの育成に努めます。 
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         単独で外出等社会参加活動をすることが困難な視覚障害者（児）、肢体不自由 

    者（児）、知的障害者（児）及び精神障害者（児）が、外出等社会参加活動をす 

る場合の社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業を、広島市から受託し、区社協と 

協働して実施します。 

 (3) 福祉施設職員等研修の開催（地域福祉推進課） 

         社会福祉施設従事者として、職務遂行に必要な基礎知識を身につけるとともに、 

社会福祉施設経営者・施設長等が適切な施設運営・事業推進のために必要な知 

識・認識を深めることを目的に研修会を開催します。 

 (4) 地域協議会の開催運営業務（地域福祉推進課） 

         社会福祉法の規定により、社会福祉充実計画の策定が必要となる社会福祉法人 

のうち、その計画において地域公益事業を行う場合、同法第５５条の２第６項の

規定に基づき、地域協議会を開催します。 

 (5) 広島市生活支援体制整備事業及び介護予防・日常生活支援総合事業（地域福祉 

推進課） 

         住民の立場から地域の高齢者の介護予防や生活支援の取組を進めていくこと 

が期待されています。また、地区社協支援をはじめとし、子育てや障害者福祉の

分野でも地域づくりを行うため、生活支援コーディネーター等が支援を行います。 

  (6) 市民後見人養成事業（再掲）（生活支援課） 
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① 講座の開催 

② 自治会活動、班別活動、サークル活動の支援 

③ 入学式・進学式、卒業式、プレ大学祭・大学祭の開催 

④ 魅力的なシニア大学・大学院にするための見直し検討委員会の開催 

⑤ シニア大学グループの区の集いの推進 

⑥ シニア大学グループの地域活動、ボランティア活動等の推進支援 

 

Ⅲ その他の事業 

 １ 共同募金運動への協力（総務課） 

 ２ 民生委員児童委員活動への協力（地域福祉推進課） 

 ３ 苦情解決窓口の設置及び情報開示等法人運営の透明化（総務課） 

 ４ 車いす無料貸出しの実施及び調整（地域福祉推進課/ボランティア情報セン 

ター） 

 ５ 社会福祉援助技術現場実習希望者の受入（総務課） 
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① 講座の開催 

② 自治会活動、班別活動、サークル活動の支援 

③ 入学式・進学式、卒業式、プレ大学祭・大学祭の開催 

④ 魅力的なシニア大学・大学院にするための見直し検討委員会の開催 

⑤ シニア大学グループの区の集いの推進 

⑥ シニア大学グループの地域活動、ボランティア活動等の推進支援 

 

Ⅲ その他の事業 

 １ 共同募金運動への協力（総務課） 

 ２ 民生委員児童委員活動への協力（地域福祉推進課） 

 ３ 苦情解決窓口の設置及び情報開示等法人運営の透明化（総務課） 

 ４ 車いす無料貸出しの実施及び調整（地域福祉推進課/ボランティア情報セン 

ター） 

 ５ 社会福祉援助技術現場実習希望者の受入（総務課） 
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